








 

脳性麻痺の三大原因の一つに数えられていた核黄疸は,光療法が導入されて以来,著明に減

少していると推定されてきたが,全国的なレベルでの実態は不明であった。前研究班(高ビ

リルビン血症に関する研究,分担研究者:大西 鐘壽)の過去 3 年間の研究により,①同一標

準血清の測定値の施設間のバラツキが極めて大きいこと,②Rh(D)以外の血液型不適合に起

因する成熟児の核黄疸の発生,③極小未熟児の核黄疸の多数例の発生,④光療法,交換輸血

の適応基準の検討等の問題点が明確となった。本研究班はこれら諸問題についての解明な

らびに核黄疸に関する基礎的,臨床的研究,核黄疸の予防の主役である光療法の光源の光量

の基準化の方法及び理想的な光源について検討し,予防対策を立てることを目的とする。 


